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―
―
な
ぜ
野
菜
飲
料
市
場
に

新
提
案
が
必
要
な
の
か

　

現
代
は
健
康
機
能
食
品
で
溢

れ
、
野
菜
飲
料
の
存
在
感
が
弱

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
再

活
性
化
を
図
る
う
え
で
野
菜

ミ
ッ
ク
ス
、
野
菜
果
汁
ミ
ッ
ク

ス
と
い
う
定
番
品
以
外
の
提
案

で
話
題
を
作
る
の
は
必
須
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
若
年
ユ
ー
ザ
ー
が
増

え
て
い
な
い
の
も
問
題
だ
。
若

け
れ
ば
若
い
ほ
ど
健
康
機
能
食

品
の
充
実
は
当
た
り
前
で
、
野

菜
飲
料
が
埋
没
し
て
し
ま
う
の

は
必
然
と
も
言
え
る
。
こ
の
層

の
目
を
引
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
だ
。
野
菜
飲
料
の
ヘ
ビ
ー

ユ
ー
ザ
ー
は
多
く
が
中
高
年

で
、
消
費
量
が
加
齢
に
よ
っ
て

落
ち
て
い
く
こ
と

を
考
え
る
と
、
こ

の
試
み
は
成
功
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

―
―
23
年
は

「
ト
マ
ネ
ー
ド
」

を
投
入
し
た

　

新
提
案
の
切
り

口
は
多
様
に
あ
る
が
、「
ト
マ

ネ
ー
ド
」
は
間
口
を
広
げ
る
こ

と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
。
従
来

品
に
「
濃
す
ぎ
る
」
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
人
に
対
し
、
ト

マ
ト
と
レ
モ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ
い
を

提
案
し
た
。

　

反
応
は
特
に
若
年
層
が
非
常

に
良
く
、
小
型
紙
容
器
か
ら
始

め
た
が
、今
年
は
大
型
紙
容
器
、

大
型
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
、
自
販
機

で
の
小
型
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
展

開
し
て
い
る
。「
風
呂
上
が
り

に
飲
み
た
い
」
と
当
社
の
予
想

を
超
え
た
飲
用
シ
ー
ン
が
あ
っ

た
の
も
朗
報
だ
。

　

―
―
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
市
場

の
好
調
も
追
い
風
で
は
な
い
か

　

否
定
は
し
な
い
が
、
当
社

な
ら
で
は
の
要
因
も
絡
ん
で

い
る
と
見
て
い
る
。「
充
実
野

菜 

理
想
の
ト
マ
ト
」
も
ト
マ

ト
ジ
ュ
ー
ス
需
要
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
開
発
当

初
か
ら
目
指
し
た
「
ト
マ
ト
嫌

い
で
も
お
す
す
め
で
き
る
ト
マ

ト
本
来
の
甘
み
を
引
き
出
し
た

濃
厚
な
味
わ
い
」
で
独
自
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
築
け
て
お
り
、
こ
の

コ
ン
セ
プ
ト
は「
ト
マ
ネ
ー
ド
」

に
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
。

　

―
―
青
汁
ド
リ
ン
ク
も
間
口

を
広
げ
そ
う
な
印
象
だ
が

　

当
社
の
野
菜
飲
料
事
業
は
野

菜
ミ
ッ
ク
ス
、
野
菜
果
汁
ミ
ッ

ク
ス
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
青

汁
ド
リ
ン
ク
が
４
本
柱
。
粉
末

が
主
流
の
青
汁
市
場
に
お
い
て

〝
青
汁
ド
リ
ン
ク
〟
と
い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
認
知
に
成
功
し
た

「
毎
日
１
杯
の
青
汁
」
ブ
ラ
ン

ド
の
実
力
に
疑
い
の
余
地
は
な

い
。「
青
汁
な
の
に
飲
み
や
す

い
」
特
徴
が
唯
一
無
二
の
存
在

感
に
繋
が
り
、
無
糖
を
主
と
し

た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
現
代
の
健

康
志
向
に
マ
ッ
チ
し
た
。

　

た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
の
役
割

は
、
野
菜
飲
料
の
間

口
を
広
げ
る
と
い
う

よ
り
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

確
立
だ
。
伸
び
て
い

る
の
は
事
実
だ
が
、

伊
藤
園
の
野
菜
飲
料

伊
藤
園
の
野
菜
飲
料

複
数
の
新
提
案
を
並
行

　

健
康
を
連
想
さ
せ
る
野
菜
飲
料
だ
が
、
こ
こ
数
年
は
競
合
の
増
加
で
苦
戦
が
続
き
、
有

力
メ
ー
カ
ー
の
伊
藤
園
は
新
し
い
切
り
口
で
の
市
場
再
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
間
口
を

広
げ
る
ス
ッ
キ
リ
味
、
比
較
的
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
〝
青
汁
ド
リ
ン
ク
〟、
期
間
限
定
フ
レ
ー

バ
ー
と
い
っ
た
多
彩
な
策
を
講
じ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
野
菜
・
果
汁
・
乳
酸
菌
・
機

能
性
・
フ
ー
ド
ブ
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の
山
口
将
弘
商
品
チ
ー
フ
（
写
真
）
は
「
こ
の
試
み

は
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
意
気
込
む
。 

（
聞
き
手 

石
母
田 

景
）
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強
度
の
近
視
に
老
眼
が
加
わ

り
、
白
内
障
も
徐
々
に
進
行
、

お
ま
け
に
数
年
前
か
ら
は
緑
内

障
も
。
ス
バ
ル
の
ア
イ
サ
イ
ト

が
欲
し
い
く
ら
い
情
け
な
い
視

力
だ
が
、
そ
れ
で
も
両
眼
で

１
・
０
を
保
持
し
、
ゴ
ル
フ
を

含
め
日
常
生
活
に
支
障
は
な
い

▼
普
段
は
近
視
用
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
と
老
眼
鏡
を
併
用
し
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
記
事
入
力
な
ど

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
い
日
は
度

数
を
一
段
落
と
し
た
コ
ン
タ
ク

ト
で
対
応
し
て
い
る
が
、
曇
天

や
夕
暮
れ
時
な
ど
は
、
鳥
目
を

疑
う
く
ら
い
に
見
づ
ら
く
な
る

▼
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
逢
魔
が
時

を
過
ぎ
て
、
夜
も
本
番
に
な
る

と
目
が
冴
え
る
の
は
何
故
だ
ろ

う
。
初
め
て
の
横
丁
で
も
、
良

さ
げ
な
店
を
的
確
に
見
つ
け

る
。視
力
と
い
う
よ
り
、良
い
酒
、

美
味
い
料
理
を
欲
す
余
り
の
心

眼
か
も
…
。
不
思
議
な
も
の
だ

▼
某
日
、
パ
ソ
コ
ン
や
メ
モ
帳
が

全
く
見
え
な
い
。
天
気
も
良
く
て

室
内
も
明
る
い
の
に
。
二
日
酔

い
で
も
な
い
し
。
小
一
時
間
し

て
気
が
つ
い
た
。
コ
ン
タ
ク
ト

の
左
右
が
逆
。
新
し
い
の
に
入

れ
替
え
て
視
力
回
復
。し
か
し
…
。

視
力
よ
り
も
、
逆
さ
に
装
用
し

て
気
づ
か
な
い
方
が
問
題
だ
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
少
な
い
こ
と
も

あ
り
未
体
験
の
人
が
あ
ま
り
に

多
い
。「
青
汁
＝
お
い
し
く
な

い
」
と
考
え
て
い
る
人
が
ま
だ

ま
だ
存
在
す
る
の
が
現
実
だ
。

サ
ン
プ
リ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
飲
用
へ
の
誘
導
に
努

め
る
の
が
最
優
先
だ
ろ
う
。

　

―
―
定
番
品
の
再
活
性
化
に

繋
が
る
だ
ろ
う
か

　
「
ト
マ
ネ
ー
ド
」
や
「
毎
日

１
杯
の
青
汁
」
ブ
ラ
ン
ド
は
従

来
の
野
菜
ミ
ッ
ク
ス
や
野
菜
果

汁
ミ
ッ
ク
ス
と
は
か
な
り
異
な

る
味
わ
い
で
、
独
立
し
た
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
な
る
こ
と
も
想
定
し

て
い
る
。
や
は
り
本
命
は
野
菜

ミ
ッ
ク
ス
の
定
番
ブ
ラ
ン
ド

「
１
日
分
の
野
菜
」
で
の
取
り

組
み
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

今
年
は
定
期
的
な
期
間
限
定

フ
レ
ー
バ
ー
の
投
入
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
夏
に
「
１
日
分
の
野

菜 

濃
厚
ト
マ
ト
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」、
秋

に
「
同 

さ
つ
ま
い
も
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」

を
発
売
し
て
い
る
。
期
間
限
定

フ
レ
ー
バ
ー
は
過
去
に
も
発
売

し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
あ
ま

り
間
を
空
け
ず
、
旬
の
野
菜
を

提
案
す
る
の
は
初
め
て
だ
。
業

界
で
も
前
例
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
話
題
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

反
応
は
初
年
度
と
し
て
は
悪

く
な
い
。「
１
日
分
の
野
菜 

濃

厚
ト
マ
ト
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」
は
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
需
要
に
後
押
し
さ
れ

た
感
が
否
め
な
い
が
、
一
風
変

わ
っ
た
印
象
の
「
同 
さ
つ
ま

い
も
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」
に
も
手
応
え
が

あ
る
。
さ
つ
ま
い
も
と
い
う
、

野
菜
飲
料
か
ら
連
想
し
に
く
い

素
材
に
拒
否
反
応
が
な
か
っ
た

こ
と
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て

い
る
。「
１
日
分
の
野
菜
」
ブ

ラ
ン
ド
を
軸
に
野
菜
飲
料
の
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
繋
が
る

か
ら
だ
。

　

―
―
野
菜
果
汁
ミ
ッ
ク
ス
は

　
「
充
実
野
菜
」
ブ
ラ
ン
ド
が

軸
な
の
は
変
わ
ら
な
い
が
、
機

能
を
明
確
に
し
た
製
品
に
可
能

性
を
感
じ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド

外
で
は
あ
る
が
、「
ビ
タ
ミ
ン

野
菜
」は
長
期
的
に
好
調
だ
し
、

今
年
発
売
し
た
「
鉄
分
野
菜
」

も
女
性
を
中
心
に
支
持
を
獲
得

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
か
ね

て
よ
り
野
菜
飲

料
の
た
め
に
生

ま
れ
た
に
ん
じ

ん
「
朱
衣
」
の

価
値
を
伝
え
た

い
と
考
え
て
い

る
。

　

※
伊
藤
園
専

用
の
に
ん
じ
ん
。「
充
実
野
菜
」

「
１
日
分
の
野
菜
」
な
ど
使
用

す
る
製
品
は
多
数
。

　

可
能
な
限
り
産
業
の
川
下
～

川
上
ま
で
関
わ
る
当
社
が
巡
り

合
っ
た
品
種
で
、
糖
度
の
高
い

味
わ
い
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

豊
富
な
β
－
カ
ロ
テ
ン
、
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
と
い
っ
た
特
徴
が
健
康
志

向
の
現
代
に
マ
ッ
チ
し
な
い
と

は
考
え
に
く
い
。

　

―
―
野
菜
飲
料
市
場
が
進
む

べ
き
道
は

　

か
つ
て
の
野
菜
飲
料
は
競
合

が
少
な
く
、
全
世
代
飲
料
だ
っ

た
と
思
う
。
そ
の
姿
を
取
り
戻

し
た
い
が
、
従
来
の
や
り
方
で

は
難
し
い
。
な
る
べ
く
幅
広
い

層
へ
効
率
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
。

　

幸
い
、
成
果
は
出
て
き
て
い

る
。
先
に
述
べ
た
「
１
日
分
の

野
菜 

濃
厚
ト
マ
ト
Ｍ
Ｉ
Ｘ
／

さ
つ
ま
い
も
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」
の
メ
イ

ン
購
入
層
は
30
～
50
代
女
性

で
、
一
方
で
「
栄
養
強
化
型 

１
日
分
の
野
菜
」
は
50
～
60
代

男
性
と
棲
み
分
け
の
コ
ツ
が
分

か
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
野
菜
は
健
康
」
と
い
う
価

値
は
不
変
で
あ
り
、
見
せ
方
を

変
え
れ
ば
野
菜
飲
料
市
場
を
再

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

る
。

　

消
費
者
向
け
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
焼
酎
甲
類
ガ
チ
ャ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
２
０
２
４
」（
主

催
＝
日
本
蒸
留
酒
酒
造
組
合
東

京
支
部
、後
援
＝
東
京
国
税
局
、

協
賛
＝
大
分
県
カ
ボ
ス
振
興
協

議
会
）
が
18
、
19
日
に
サ
ナ
ギ

新
宿
前
イ
ベ
ン
ト
ス
ぺ
ー
ス
で

開
か
れ
た
。

　

ガ
チ
ャ
で
出
た
焼
酎
甲
類
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
酎
ハ
イ
・
サ
ワ
ー

２
杯
（
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
、
緑
茶

ハ
イ
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ハ
イ
、
大

分
か
ぼ
す
サ
ワ
ー
、
ミ
ッ
ク
ス

フ
ル
ー
ツ
の
彩
り
カ
ク
テ
ル
な

ど
計
10
種
類
）
が
無
料
で
試
飲

で
き
る
ほ
か
、
楽
し
む
画
像
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
す
る
と
甲
類
製
品

や
商
品
が
当
た
る
投
稿
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
ソ
ー
ダ
ス
ト
リ
ー
ム

テ
ラ 
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ

ト
３
名
、
焼
酎
甲
類
＋
大

分
か
ぼ
す
20
名
、
焼
酎
甲

類
１
本
２
０
０
名
な
ど
）、

ス
テ
ー
ジ
で
の
ク
イ
ズ
や

協
賛
の
大
分
県
カ
ボ
ス

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

た
。

　

18
日
夕
方
の
開
会
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
主
要
各
社
か

ら
自
社
と
焼
酎
甲
類
が
紹
介
さ

れ
た
。
右
か
ら
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

「
サ
ザ
ン
」、
合
同
酒
精
「
グ
ラ

ン
ブ
ル
ー
」、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」、
宝

酒
造
「
極
上
宝
焼
酎
」、
メ
ル

シ
ャ
ン
「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ッ
ク
」

の
順
。

　

会
場
に
は
商
品
紹
介
コ
ー

ナ
ー
や
果
実
酒
用
35
度
製
品

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
た
。

　

な
お
、
東
京
支
部
佐
藤 

修

専
務
評
議
員
に
よ
る
と
、「
２

日
間
で
１
２
０
０
名
を
超
え
る

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
昨
年

が
８
０
０
名
ほ
ど
な
の
で
、
お

よ
そ
１
・
５
倍
と
な
っ
た
。
中

で
も
20
代
・
30
代
の
来
場
が

65
％
を
占
め
、
焼
酎
甲
類
を
知

り
、
試
飲
す
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
【
記
者
の
目
】

　

２
杯
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
と
は

い
え
焼
酎
甲
類
試
飲
に
集
ま
っ

た
２
／
３
が
若
い
世
代
。
こ
れ

は
組
合
の
狙
い
通
り
か
、
そ
れ

以
上
の
反
響
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
が
居
酒
屋
か
ら
家
庭
に
広
が

る
未
来
を
想
像
し
た
い
。

 

（
松
丸
浩
一
）

新
宿
で「
焼
酎
甲
類
ガ
チ
ャ
」イ
ベ
ン
ト


